
　　認定特定非営利活動法人

　　タンチョウ保護研究グループ会誌

　

　　今年は猛暑の始まる寸前に、約1ヶ月にわたる標識調査が終わりました。

　前号で標識個体の追跡確認や記録を整理することで様々なことが分かると

　いうお話をしましたが、標識調査が他の調査と少し違うのは、タンチョウ

　という鳥の生き方を、現場で真に身近に知ることができるからです。

　ヒナの捕獲作業中の人間に対する親とヒナの危機管理能力、足環付け作業

　後の放鳥したヒナと親の合流の様子などを見ていると、タンチョウがこれ

　まで人間よりも遥かに長い歴史を生き延びてきた生き物であることを実感

　せざるを得ません。そして一方では、鳥という人間とは違う世界の生き物

　でありながら、何処か人に近い世界を感じるところがあります。

　鶴女房（鶴の恩返し）のお話はそんな世界をベースにしているのかもしれ

巻頭言 　・・・１ 　ません。もしかしたら目の高さが近く、同じ目線で見つめ合うことができ

　ることも影響しているのかもしれませんね。私は愛犬と触れ合う時には、

2022年度　活動報告 　・・・２ 　長い鼻と短い鼻をくっつけて見つめ合うのが楽しみです。

　そんなタンチョウという生き物が、自分にも近く感じられ、自由に空を

巡回調査でどのくらい ・・・４ 　飛び、人が自由に入れない湿原の中でさえ生活できるという憧れ、そして

ツルを見つけることができるか 　見た目にも美しいという感覚がタンチョウの神格化という位置付けに繋が

　っているのでしょう。ここで、「美しさ」は言い換えれば、見た目の好ま

＜連載＞ 　しさとも言えるでしょうが、これこそ人間が生物としてのヒトであること

鳥と自然と人⑰ ・・・７ 　の特徴のひとつでしょう。何が好ましいか、というのは各個体(個人)

　の精神世界の中にあるのですから。美しくて神格化さえされている

　タンチョウは、私達人間が「神ではなく」ヒトという一つの生き物である

＜活動記録＞ 　・・・8 　ことを認識し直す格好な対象です。私たちがタンチョウから学ばなければ

　ならないことは限りがありせん。

2023年8月

  理事長　  百瀬邦和

タンチョウを知ること
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★調査研究活動（タンチョウその他ツル類の生態 　また10月から11月に、道北の豊富町(サロベツ)に

及び生息環境調査・研究事業) おいて、サロベツ・ エコ・ネットワークのタンチョウ

標識調査に協力・参加しました。無双網による捕獲を

＜タンチョウ生息状況調査＞ 行い、 計5羽の捕獲に成功しました。このうち3羽に

・繁殖状況調査 はGPSトランス ミッターを装着しました。調査結果の

  前年と同様に、十勝地方で、セスナ機による 概要について、10月にTKGニュースNo.73を、12月に

飛行調査と、ドローンを使った追加の地上調査 TKGニュースNo.73増刊号を発行しました。

を4月20日から29日に行ないました。調査範囲

は広尾町から十勝川河口に続く沿岸湖沼群と、 ＜大陸と北海道とのタンチョウの遺伝子解析＞

十勝川流域です。このうち十勝川流域は北海道 　大陸個体群と北海道個体群の遺伝子組成を比較する

開発局池田河川事務所の事業の中で行ないました。 ために、酪農学園大学寺岡研究室との協力事業です。

　飛行調査と地上調査等の情報、さらに標識調査 韓国で収集したタンチョウの羽から抽出されたDNAと、

の予備調査等での確認情報を加えると、十勝地方 標識調査の際や収容個体などから採取した道内のサン

の繁殖つがい数は115となりました。 プルなどを使い分析しています。今年度は従来と同様

　また、オホーツク地方での調査では、少なく に道東地域で捕獲・標識したタンチョウのヒナと保護

とも12の繁殖つがいを含む 19つがいの生息情報 収容個体の一部、さらにサロベツ湿原で捕獲・標識

を得ました。 した際に採取したサンプルの遺伝子型を解析しました。

・総数調査

  2023年1月14日に釧路市内の「わっと」にて ＜DNA・安定同位体を使った餌の調査＞

カウント調査勉強会を実施し、続いてカウント  前年に続いて、酪農学園大学寺岡研究室との共同

調査を1月20日から31日まで行いました。その後 研究で、タンチョウの餌の同定を行うことを目的と

に少人数による補足調査を2月11日まで4日行い して、標識調査の際にヒナから採取した糞中に含まれ

ました。調査地は、音別・白糠、阿寒(2日)、 る餌のDNAを分析しました。農耕地における食害との

十勝東部、十勝西南部、中茶安別、標茶・弟子屈、 関係に注目しています。

鶴居(2日)、浜中・根室南部、根室中部・北部・

網走地方中部、日高西部から東部の沿岸地域(3日) ★保護・保全活動 (タンチョウ保護に関わる機関・

です。調査には63名、のべ171人が参加してくだ 施設との連携及び受託事業)

さいました。集計の結果は、例年通り50 羽単位 ＜タンチョウの生息地分散＞

でまとめた概数で1,850羽、うち幼鳥は210羽と ＊ 越冬個体が釧路地方に集中しているタンチョウを

なりました。 分散させることを目的として実施している、三大

給餌場での給餌量削減の影響評価について、環境省

＜タンチョウ標識調査＞ からの委託を受け、過去のデータを分析しました。

　調査に先立つ2022年6月12日に釧路市内の ＊近年、生息情報が増えているオホーツク地方での

「わっと」で事前勉強会を実施しました。実際の 調査を行い、新たな繁殖地と越冬地の可能性について

捕獲・標識調査は十勝、釧路、根室、オホーツク 検討するとともに、複数の標識個体を確認できました。

地方で予備調査を行なったのち、6月25日より7月 これらの結果を受けて、同地方北部の興部町で現地

17日まで、計12日間実施しました。調査には 51名、 在住の協力者を訪ねて、今後の活動についての協議を

のべ147人が参加者してくださり、15羽のヒナに 開始しました。

標識を装着しました。標識個体の確認情報の収集は

年間を通じて随時行なっています。また、ヒナを ＜鳥インフルエンザ監視活動＞

捕獲した際に採取した糞を釧路市動物園の獣医師に 　11月に釧路市音別町でタンチョウの鳥インフルエンザ

提供し、鳥マラリア及び寄生虫の感染状況の研究 感染が発生したことを受け、感染の拡大を監視するため

に協力しています。 に、集団ねぐらの付近に監視カメラを設置しました。

タンチョウ保護研究グループ　2022年度　活動報告
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監視対象にしたのは、陽性個体が確認された音別川、 ＊2月26日に、NPO法人サロベツ・エコ・ネット

三大給餌場の一つである阿寒給餌場に近い阿寒川、 ワークと共催で、【報告会】渡るサロベツの

中茶安別給餌場のチャンベツ川の3カ所です。 タンチョウをオンラインで行いました。

チャンベツ川では、ドローンによるねぐらの広域

調査も複数回行いました。感染した個体が標識鳥 ★提言及び情報発信（タンチョウその他ツル類に

であったため、春になってから出生地付近での目視 関する提言及び情報発信事業）

と牧場での取材を行いましたが、いずれの調査でも ＜提言＞

２羽目以降の感染個体は確認されませんでした。 ＊北海道開発局帯広開発建設部、同釧路開発建設部

の事業について、北海道根室振興局農地課、同釧路

＜傷病個体の保護収容への協力等＞ 総合振興局農地課が予定している事業について、

  6月に浜中町でスラリーに落ちたタンチョウがいる 釧路市の上水管埋設工事について、タンチョウの

との連絡を受けて収容に向いましたが、すでに死亡 生息に悪影響を与えないための注意事項について

していたため救出できませんでした。3月に別海町で コメントしました。

スラリーに落ちて保護されていたタンチョウの放鳥に ＊釧路湿原自然再生協議会の本会議と６つの

際して、環境省職員に同行して搬送しました。 小委員会に参加しました。

＜中標津俵橋湿原ゆめプロジェクト＞ ＜会報の発行・ホームページ制作等＞

　本年度も中標津町より借用している俵橋湿原内の ・会報

町有地でトウモロコシを耕作し、これを使ってニオ 　会誌「Tancho」第46号を2022年8月、第47号を

型給餌台を設置ました。トウモロコシ畑では、クマ 2022年12月、第48号を2023年4月に発行しました。

とシカによる食害があり、ニオ製作のための最低限 　TKGニュース72号を2022年6月に、73号を10月に、

のトウモロコシが収穫できたのみでした。給餌用には 73号増刊号を12月に発行し、標識調査および冬期

今回も根釧農業試験場から100kg弱のデントコーンの カウント調査の参加者、標識鳥の情報提供者ほか

提供を受けました。今冬はニオ型給餌台に監視カメラ に送付しました。

を設置して、タンチョウ他の利用状況を日々監視した

結果、ヒナ１羽を連れた家族がほぼ毎日訪れ、別の ・ホームページほか

つがいも時々見られました。また、足環によって識別 　日本語ホームページのWhat's New!コーナーの

できた第３の個体あるいはグループが利用した例も 記事を年度内に24回更新しました。また、その他

ありました。ニオ設置地点に隣接している中林牧場の に主な活動の中の情報の一部を更新しました。

畑には、今冬非繁殖個体を中心とした10〜15羽以上の 　Instagram、Facebookを通じて、タンチョウと

群れが滞在していたため、牛舎及び近隣農地での食害 生息地の状況、RCCの活動を発信しています。

対策として、ニオ型給餌台等を利用した新しい実験を

思考しています。 ★ 国際協力活動 （アジアに生息するツル類保護

に関わるネットワーク推進事業）

★教育普及活動（タンチョウその他ツル類の保護に ＜国際タンチョウネットワークの活動への参加・協力＞

関する教育普及事業） 　国際タンチョウネットワークの活動に協力し、

＜タンチョウその他ツル類に関する講演・講習会・ 海外に生息するタンチョウ及びその他ツル類の

ポスター展示＞ 生息状況についての情報を収集し、その結果の

＊標識調査及び総数カウント調査の際、事前の勉強会 一部を会報、ホームページ等で紹介しました。

を開いて調査の結果と分析結果について発表しました。

＊11月28日に韓国の国立釜山大学で開かれた渡り鳥 ＜世界のツル関係者との交流及び情報交換＞

シンポジウムに参加し、タンチョウを保護する意味に 　韓国・釜山大学で行われた渡り鳥に関する

ついて講演と意見交換会に参加しました。 研究会で講演し、同時期に日本の鹿児島県出水

＊昨年に続いて、釧路警察署が行ったタンチョウの 地方でナベヅルとマナヅルに大発生していた

交通事故防止を目的とした啓発活動に、釧路市動物園 鳥インフルエンザの影響を取材するために、同国

と環境省釧路事務所と共に協力し、9月17日に釧路 順天のナベヅル越冬地を訪問しました。

空港のレンタカー利用者に、当法人が作成したチラシ

を配布しました。
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★ その他の活動　（その他この法人の目的を達するための事業）

＜活動資金の調達、等＞

　釧路湿原周辺部で計画された太陽光発電の候補地で、ドローンの利用と踏査、定点観察を併用したタンチョウ

及びその他鳥類の生息状況調査、希少種を中心とした植物調査を行いました。

  タンチョウ保護研究グループでは毎年、沢山のボランティアの皆様にご参加いただき、冬季の総数カウント

調査を行っています。

 以前から会員の間で、こんな疑問がありました。

「巡回調査でタンチョウを探したとき、実際にそこにいるツルの何割を発見できているのだろうか」

　道東の冬の朝は気温が氷点下20℃近くまで下がります。寒さがゆるみ気温が上がる日中には、ツルたちも

ねぐらの川から出て活動するので見つけやすくなります。そのため、巡回調査をする場合は日中から夕方まで

ツルを発見しやすい時間帯に調査地区をまわるように設定しています。

　この疑問の最大の難点はその場所に本当は何羽のタンチョウが生息しているのか、正確な数は分からないと

いうことです。実際、巡回調査日に観察できなかった家族が後日確認されたり、農家さんへの聞き取りで
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巡回調査でどのくらいツルを見つけることができるか　冨山　奈美

How many cranes can we find in field survey?　Nami Tomiyama

2021年度　タンチョウ保護研究グループ　収支

図１ 実験調査区 （赤線は調査ルート 黒い囲みと番号はタンチョウ確認地点）



分かることがよくあります。結局のところ、何回かその地区を見回り観察記録を重ねていくことで、その地域

に生息しているタンチョウの数を推定するのが一番確実で、より実際に近い数字が出せると考えており、実際

の調査でもその手法を使っています。とはいえ、難しいと諦めてしまうのは残念ですし、新しい発見もある

かもしれません。そこで2020年に巡回調査実験を2月14日から2月16日午前までの3日間連続で行いました。

釧路地方標茶町に巡回ルート(全長74.8ｋｍ)を設定し、調査員はいずれも10年以上タンチョウ総数調査に参加

しているベテランばかり5名で行いました。調査時間は午前9時から午後4時までとしました。調査員が同じ

場所で同時に調査しないようにするため、ルートを右回りと左回りに振り分け、先の調査員が出発した30分後

に次の調査員が出発するように時間差をつけました。調査員は、1回の巡回ごとにタンチョウを確認した時間、

羽数および構成(家族、つがいなど)、確認した地点を記録しました。

　図1は調査ルートとタンチョウの確認地点を落としたものです。黒枠で囲った29地点でタンチョウが確認

されました。のべ巡回回数は20回で、1回の巡回にかかる時間は1時間半から2時間でした。

　表1は、調査員が1回の巡回で発見したタンチョウの最大数と

最小数です。同じ調査員でも、同日の最大値(黄色セル)と最小値

(白セル)で10羽以上の差が出ました。実際にやってみてこれほど

差が出るとは思いませんでした。

さらに詳しく調べてみると、最小値となった巡回はいずれも午前

9時から午前11時の間の巡回の数値でした。3日間で8回の巡回が

この時間帯に該当しました。一方で調査員が、最大数を確認した

時間帯は、午後1時30分から午後4時までの時間帯の巡回でした。

この調査区のツルたちは、午前中にはまだ川の中に残っていた

と考えられます。

　 　では、実際にこの地域にいたタンチョウの生息数が何羽だった

のか、となるとこれまた問題が発生します。単純に出てきた確認

数の最大数を採用することが出来ないからです。なぜなら調査員の

見落としや誤認があったり、同一個体と思われるタンチョウが飛行

移動して、複数個所に出現した可能性があるからです。1巡回の中

で重複カウントは起こっていませんが、複数の巡回データを並べて

確認した場合、この状況が起こります。

　表2は2月14日午後1時30分以降の巡回データを時系列順に並べたものです。色のついたセルは同じ場所で2回

以上観察されたツルがいたことを表しています。Aは成鳥でA2は成鳥のつがい、f2/1はヒナ1羽連れ家族、f2/2

はヒナ2羽連れ家族を、Jは1歳未満の前年春に生まれの幼鳥を表します。

　2月14日は、巡回3がその日の最大確認数23羽を記録しています。しかし、確認地点4のヒナ2羽連れ家族を

ヒナ1羽連れ家族と数えていてヒナを1羽見落としています。また確認地点1のヒナ1羽連れ家族は、巡回4で1度

しか確認できていません。さらに表の情報から、巡回の間にツルの移動が確認できました。黄色のセルのJ2は

親と別れた幼鳥2羽で一緒に行動していました。この2羽は地点10から地点14に移動し、入れ替わるように

地点10に別のつがいが入っています。白いセルのつがい(A2)は、1度だけの確認記録ですが、これが移動途中

なのか、全く別な新しいつがいなのか、特定できる情報がありません。2月14日の巡回データからこの調査

区間にいたタンチョウの確認総数を出すと、最大確認数となった巡回3の23羽を採用し、これに地点4の

見落としの幼鳥1羽と、地点1のヒナ1羽連れ家族3羽を加算して、総数27羽(幼鳥5羽)となりました。

　表3は、2月15日の午後1時30分以降の巡回データを時系列順に並べたものです。前日とは変わって昨日は現れ

なかった地点7に最大でA3+J3が出てきました。前日よりも確認数が増えています。
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表１ 1回の巡回で調査員の確認したタンチョウ
の最大数と最小数 (黄色セルが最大数）

表2 2月14日 午後の巡回データとタンチョウの確認状況

調査員

2月14日 2月15日 2月16日

23 24 10

10 13 -

18 14 12

6 10 -

15 21 -

- 15 -

- 21 -

- 11 -

- - 10

- - -
E

A

B

C

D

地点名

巡回

1 A 2 ｆ2/1 A 2 J2 A 2 A 2 A 2 15

2 A 2 ｆ2/2 A 2+ J1 A 2 J2 A 2 15

3 ｆ2/1 A 2 A 3 A 2+ J1 A 2 J2 A 2 A 2 A 2 A 2 23

4 f2/1 A 2 ｆ2/2 A 2 A 2+ J1 A 2 A 2 18

4 6 7 8 27 合計

2月14日

確認地点

21 25 2618 1910 11 14
日付

1 2 3



15日の巡回データを元に総数を考えると、この日一番タンチョウの確認数が多かったのは巡回7の

24羽ですが、地点4のｆ2/2のヒナを1羽見落としています。この1羽を加算すると2月15日の総数は25羽

(幼鳥8羽）になりました。15日は14日より総数は少ないですが、幼鳥は3羽増えています。これは15日

の地点7にJ3が確認されているからです。14日に地点8にいた混合グループが移動し、15日に地点7に

移動したと考えると、J2で単独で動いていたグループと別に新しくJ2が入ってきたと考えられます。

そこで、確認数が多かった14日の巡回3の結果に15日確認された追加の幼鳥2羽を加算して、2日間の

巡回観察から算出した総数は、29羽(幼鳥8羽）になりました。でもこの数は確実と思われる観察数に

見落としと予想される最小の羽数を足して集計を出しているので、やっぱり本当に正しい数とは

言えません。そこで、別のアプローチからも考えてみます。表と図を見比べていると、巡回中に

同地点で2回以上ツルが確認されている、または2日に渡ってツルが確認されている地点があります。

種明かしをするとその地点は牧場です。日中、牧場敷地内の牛の飼料や堆肥でツルが採餌をしています。

冬の餌場としてつがいや家族など固定のツルが占有的に定着していると考えられます。表4は、固定

したつがいまたは家族やグループが利用していると考えられる確認地点を表にしたものです。2日

連続して利用がない地点もありますが、確認できた日はほぼ半日近くその地点にいたと考えられます。

表4の確認地点に出現したツルの数は合計すると、27羽(幼鳥5羽）になりました。

　さて問題はここからです。表5は地点7と8の数のはっきりしないグループを巡回データから抜き出し

たものです。14日の地点8のデータをみると、成鳥2羽と幼鳥1羽がいます。幼鳥はつがいから離れて

行動していたので、おそらく子別れした家族と思われます。

15日には地点8にはつがいだけの確認ですので、出て行った

幼鳥は地点8から1.5㎞離れた地点7の群れに合流したと思われ

ます。地点8は固有のつがいが利用している牧場なので、A2を

加算できます。問題は15日の地点7の確認情報です。総数8～4

羽とばらつきがあります。データを並べてみると、幼鳥が3羽

いることは間違いないようです。一方成鳥の数は6～1羽まで

ばらつきがあります。確実に2回の巡回で記録されている

成鳥3羽の記録を採用します。よって地点7の確認数は6羽

(幼鳥3羽)としました。表4で計算した確認数に地点7、地点8

の確認数を加算すると調査区間のタンチョウの総確認数は35羽

（幼鳥8羽）になりました。

補正した観察数は27羽、推定数は35羽で8羽の開きが出ました。カウント調査で実際に総数を出す場合は
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表3 2月15日 午後の巡回データとタンチョウの確認状況

2月14日 A 2 ｆ2/2 A 2 A 2 A 2 - J2 A 2 - A 2 - A 2

2月15日 A 2 ｆ2/2 - A 2 A 2 A 2 J2 A 2 ｆ2/1 A 2 A 2 A 2

25

確認地点

調査日
2 4 6 10 11 13 14 19 20 21 24

表４ 2日間連続確認できた地点、および2回以上確認ができた地点のツルの確認状況

表5 午後の巡回データ抜粋（数のはっきりしない群れ）

巡回

1 A 2

2 A 2+ J1

3 A 3 A 2+ J1

4 A 2+ J1

1 A 1+ J3

2 A 1+ J3

3 J3 A 2

4 f2/2 + A 4

5 A 3+ J3

6 f2/1+  f2/1

7 A 3+ J3

2月15日

日付

2月14日

確認地点
地点名

7 8

地点名

巡回

1 A 2 ｆ2/2 A 1+ J3 A 2 A 2 A 3 A 2 A 2 21

2 ｆ2/2 A 1+ J3 A 2 ｆ2/1 13

3 J3 A 2 A 2 A 2 A 2 A 2 12

4 ｆ2/2 f2/2 + A 4 A 2 A 3 A 2 ｆ2/1 21

5 A 3+ J3 A 2 A 2 J2 ｆ2/1 15

6 ｆ2/2 f2/1+  f2/1 A 2 A 2 14

7 ｆ2/1 A 3+ J3 A 2 A 2 J2 A 2 ｆ2/1 A 2 A 2 24

2月15日

日付
2

確認地点

合計14 25 2920 21 23 2415 19134 7 8 9 10 11



確認数を補正した数の27羽を採用しています。結局のところ、正確な数字は分からないので実測値を信頼

するしかないからです。こんな風に、毎年冬のカウント調査の班長は頭を抱えながら、細かい集計作業を

しています。調査に参加してくださったボランティアの皆さんが取ったデータはこんな風にまとめられて

いると知っていただけたら嬉しいです。そして、こんな風に集計したらというアイディアがありましたら、

ぜひ教えてください。

　イスラエル中部のカイサリアの住宅地で、

1950年の軍事訓練中に宮殿跡が見つかり、

鳥や動物を描いた壮大なモザイク・カー

ペット（床面）が発掘された。カイサリア

は、カエサル皇帝の名を冠した紀元前

1世紀に建設された古代都市だ。遺跡は

保護のためにそのまま埋め戻され、2005年

からイスラエル考古学局の専門家によって、

本格的な調査がはじまった。現在は一般

公開されている。

　豪華な宮殿は西暦 6 世紀ごろのビザン

チン時代に建造されたらしい。ここに住ん

でいた有力者の宮殿だった。掘り出された

モザイクは14.5×16.0メートルの長方形で、

120個のタイルからできている。各タイル

には、野鳥、動物、果樹が描かれている。

それぞれのタイルに描かれた鳥は精緻を

きわめたもので、モモイロペリカン(写真)、

ハシビロコウ、アフリカクロトキなど、

私でも8割以上の鳥名が同定できた。

世界最古の鳥類図鑑といっていい精巧な絵だ。

　このモザイクは金を吹き込んだガラス製で、さまざまな色合いの緑がかったガラスで

作られ、各タイルに花と十字架の装飾が組み込まれている。これほどの動物をモチーフに

したタイルは、世界中のどこの遺跡からも見つかっていない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石　弘之　（本会顧問）
Birds, Nature and people #17
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＜連載＞　鳥と自然と人⑰　世界最古の鳥類図鑑が発掘された

タンチョウ保護研究グループの 最新情報がご覧いただけます。

フォローをよろしくお願いいたします。

ホームページ instagram Facebook



＜活動記録＞（2023年4月〜7月）

4月6日 キナシベツ湿原の営巣候補地に監視カメラ設置

4月7日 北海道道民生活課による認定NPO法人の更新のための監査（於：RCC事務所）

4月19日 会報Tancho48号発送

4月24・25・28日　　十勝地方の飛行調査及びドローンによる繁殖状況調査

4月30日 生物談話会に出席（於：釧路市立博物館　百瀬、百瀬Y）

5月4日 オホーツク地方のドローンによる繁殖状況調査

5月5日 中標津町の牧場でタンチョウの食害対策のため打ち合わせ（百瀬）

5月6・7日　　 十勝地方の飛行調査補足のためのドローンによる繁殖状況調査　

5月15日 認定特定非営利活動法人の認定更新　（2028年まで）

5月18日 会計監査

5月25・26日　　興部町でタンチョウの生息地分散のための方策について地元関係者との協議と

　　オホーツク地方の生息地視察（G.Arhibald、百瀬、東）

5月27日 2023年度第１回理事会開催（Web併用）

5月28日 2023年度定例総会開催

5月29日 TKG News 74号発送

6月18日 標識調査勉強会（於：わっと　24人参加）

6月24日　〜　7月19日　　標識調査実施（この間の12日間,　62名のべ167人が参加）

　　　

7月1日 韓国より仁川丹頂鶴ネットワーク北海道訪問団（朴秀宅氏ほか4名）来所

7月2日 韓国の順天市より来訪したDr.キム・キョンウォン氏ほか3名の標識調査の見学に対応（百瀬Y）

7月27日 釧路町再エネ導入促進エリア設定ゾーニング事業ヒアリング

＜  会 員  ＞　（　7月 31日　現在　）

会員数：152名（運営会員：24名、個人サポート会員：128名（卵 81、ひな 44、若鳥 2、成鳥 0、終身 1）

　Red-crowned Crane Conservancy (RCC) newsletter

認定特定非営利活動法人

　　＜表紙写真  Cover photo＞ 　タンチョウ保護研究グループ

〒 085-0036

　　北海道釧路市若竹町9番21号

　　Tel/Fax 0154-22-1993

e-mail: tancho1213@pop6.marimo.or.jp

URL: http://www6.marimo.or.jp/tancho1213
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